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急性曝露ガイドライン濃度 (AEGL) 

Parathion (56-38-2) 
パラチオン 

Table  AEGL 設定値 

Parathion 56-38-2 (Interim) 

[mg/m3] 

 10 min 30 min 60 min 4 hr 8 hr 

AEGL 1 NR NR NR NR NR 

AEGL 2 2.8 1.9 1.5 0.96 0.48 

AEGL 3 3.6 2.5 2.0 1.3 0.63 

NR：データ不十分により推奨濃度設定不可。 

設定根拠（要約）： 

パラチオン（O,O-ジエチル-O-（4-ニトロフェニル）ホスホロチオエート）は、抗コリンエス

テラーゼ有機リン系殺虫剤である。この化学物質は、多数の独自の名前で製造され、様々な希釈

で適用される。 
 
最大0.8 mg/m3（推定平均曝露量0.2～0.3 mg/m3）の濃度で6ヶ月間職業曝露した結果、赤血球お

よび血漿コリンエステラーゼ活性が低下したが、曝露を止めると可逆的であった。ヒトへの曝露

に関するほとんどの情報は、農業従事者の経皮接触に関連するものである。 
 

パラチオンへの急性吸入曝露後の非致死的影響に関する動物データは、ラットの呼吸パラメー

タに対するパラチオンの影響を評価するもの（Pauluhn et al., 1987）と、イヌとラットの 4 時間曝

露試験（NIOSH, 1974）に限られている。Pauluhn et al.（1987）の試験では、63 mg/ m3 のパラチオ

ンへの 1時間の曝露は血漿コリンエステラーゼ活性を低下させたが、肺抵抗性や赤血球コリンエ

ステラーゼ活性の生理学的変化を誘発することはできなかったと報告している。著者らは、呼吸

機能は血漿コリンエステラーゼ抑制ほど敏感なコリンエステラーゼ阻害剤への曝露の指標にはな

らないと結論付けた。134 mg/ m3 に 1 時間曝露すると、急性のコリン作動性症状が生じたが、反

応の性質や重症度に関する詳細は得られなかった（Pauluhn et al., 1987）。NIOSH（1974）の試験

では、8.9 mg/m3 までの濃度のパラチオンに 4 時間曝露されたイヌでは、血漿および赤血球

（RBC）コリンエステラーゼ活性が可逆的な減少を示したが、致死性はなかった。パラチオン

（31～230 mg/m3）に 4 時間曝露したラットの非致死的影響には、血漿および RBC コリンエス

テラーゼ活性の低下、振戦、痙攣、流涎、呼吸困難、および 50 mg/ m3 以上の曝露での死亡が挙

げられる。 
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致死データはラットでの試験に限定されており、4 時間の LC50値は 31.5 mg/ m3、30 mg/ m3お

よび 84 mg/ m3、1 時間の LC50 値は 115 mg/ m3 である。 

 
パラチオンの遺伝毒性または生殖/発生毒性のエビデンスはない。 

パラチオンは現在、ヒトの発がん物質として分類できない。 

 
パラチオンの抗コリンエステラーゼ活性は十分に説明されており、活性代謝物であるパラオキ

ソンへの代謝もよく研究されている。 

 
パラチオンの AEGL-1 値を導出するにはデータが不十分である。 

 
吸入曝露後のパラチオンの AEGL-2 重症度影響に関する情報は限られている。ヒトの曝露デ

ータは入手できず、実験動物での研究からの定量データは致死反応にのみ焦点を当てたものであ

る。例外として、さまざまな濃度のパラチオンに 4 時間曝露したラットの振戦に関する曝露反応

データがある（NIOSH, 1974）。これらのデータは不連続な定量データと見なされたため、ベンチ

マークドース法 （U.S. EPA, 2007）解析に適していると考えられる。これらのデータの 4 時間 

BMCL05と 4 時間 BMC01の値は、それぞれ 32.3 mg/ m3 と 28.9 mg/ m3 であった。AEGL Standing 

Operating Procedures（2001）に従い、低い方の値（BMC01）が AEGL-2 導出の POD として選択さ

れた。総不確実係数 3 が適用された。有機リン系抗コリンエステラーゼの作用機序はよく理解さ

れており、コリン作動系に対する影響は種を超えて一貫しているため、種間不確実係数は 3 に制

限された。反応のばらつきは、主にコリンエステラーゼ活性とコリンエステラーゼの種類の違い

によるものである。ヒトは、パラチオンのような抗コリンエステラーゼ化合物のより大きな結合

を可能にする他の種よりも血漿コリンエステラーゼのレベルが高いことが示されており、その結

果、脳コリンエステラーゼのような重要な標的に対する化合物の利用可能性が低下する。年齢層

や性別による感受性のばらつきや、A-エステラーゼの遺伝子多型が知られていることから、種間

不確実係数を 10 に維持することが正当化される。不確実係数の適用とその理論的根拠は、他の

有機リン酸系抗コリンエステラーゼの導出で適用したものと同じである（NRC, 2003）。式 Cn x t 

= k の時間スケーリング指数（n）を経験的に導出するためのデータは入手できなかった。そこ

で、それぞれの POD の実験時間から AEGL 特定時間への時間的スケーリングは、式 Cn x t = k 

（NRC, 2001）を使用して、より短い時間点に外挿する場合は n = 3、より長い時間点に外挿する

場合は n = 1 を使用して行われた。 

 
パラチオンの AEGL-3 値は、最大 230.5 mg/ m3 の濃度に 4 時間曝露されたラットの 4-致死性デ

ータから得られた 37.5 mg/ m3 の BMCL05 を用いて導き出された；4 時間 BMC01 は 41.1 mg/ m3 

であった。不確実係数の適用と正当性および時間スケーリングは、AEGL-2 値の導出に使用され

たものと同じである。 

 
パラチオンの AEGL 値を Table S-1 にまとめて示す。AEGL-2 と AEGL-3 の値が近接しているの
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は、この化合物と他のコリンエステラーゼ阻害剤の曝露-反応関係を反映している。両方の曝露

経路が考えられる状況では、総線量に対する経皮曝露の寄与に関して不確実性が存在する。 

 
TABLE S-1. AEGL Values for parathion (mg/m3)  

 

Classification 10 min 30 min 1 h 4 h 8 h End Point (Reference) 
AEGL-1 
(Nondisabling) 

NR NR NR NR NR Not recommended due to 
insufficient 

 AEGL-2 
(Disabling) 

2.8 1.9 1.5 0.96 0.48 BMC01 (28.9 mg/m3) for 
tremors in rats exposed for 
4 hrs; UF= 3 x 10 
(NIOSH, 1974); n = 1 or 3 

AEGL-3 
(Lethanlity) 

3.6 2.5 2.0 1.3 0.63 BMC01 (37.5 mg/m3) for 
lethality in rats exposed 
for 4 hrs (NIOSH, 1974); 

UF = 3 x 10; n = 1 or 3 
NR: Not Recommended. Absence of AEGL-1 values does not imply that concentrations below the AEGL-2 
are without effect.                                                                                      
 

--------------------------------------- 
注：本物質の特性理解のため、参考として国際化学物質安全性カード（ICSC）および急性曝露ガイ

ドライン濃度 (AEGL)の原文のURLを記載する。 

日本語ICSC  
https://www.ilo.org/dyn/icsc/showcard.display?p_lang=ja&p_card_id=0006&p_version=2 
 
AEGL（原文）  
https://www.epa.gov/sites/default/files/2014-07/documents/parathion_interim_sep_09_v1_0.pdf 
 

https://www.ilo.org/dyn/icsc/showcard.display?p_lang=ja&p_card_id=0006&p_version=2
https://www.epa.gov/sites/default/files/2014-07/documents/parathion_interim_sep_09_v1_0.pdf

